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１．那覇市の特性 

（１） 位置・面積 

（２） 地形・水系 

▼ 那覇市の地形と水系 

  

１章 那覇市の現状と課題  

標高：「基盤地図情報数値標高モデル（2019（令和元）年７月更新・国土地理院）」より作成 

河川区域：「沖縄県土地利用規制現況図（2019（平成 31）年 3月作成）」より作成 

 



 

那覇市都市計画マスタープラン 9 

▼ 那覇市の気候（2000 年～2019 年平均） 
（３） 気候 

（４） 歴史・文化 

  

「過去の気象データ（気象庁ホームページ）」より作成 

２  避粉地～花粉症のないまち～ 

「避粉地」という言葉を聞いたことがありますか？避暑地が“暑さを避ける“場所を表すよう

に、避粉地は”花粉を避ける“場所という意味で使われます。近年、花粉症は国民病とまで

言われていますが、沖縄には、花粉症の原因となる花粉を放出するスギ・ヒノキなどがほとんど

ないことから、花粉症に悩む人にとっての「避粉地」として最適なのです。多くの沖縄県民には

実感がないと思いますが、花粉症は非常に辛いということで、北海道や沖縄などの避粉地で

過ごす「避粉地ツアー」や花粉の時期には避粉地で働く「避紛地リモートワーク」など、花粉が

少ないことに注目した取組が人気を集めているそうです。 

▲ 

また、ここ数年、気温が 35 度以上を観測する地点や

日数が増えるなど、全国的に猛暑が話題になっていま

す。海に囲まれた沖縄は、海風により熱い空気がたまら

ないことなどから、猛暑日になることはまれです。猛暑日の

日数が増加している本土の各地域と比べても、沖縄が

文字通りの「避暑地」では？とささやかれているとか…。 
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（５） 産業 

（６） 土地利用状況と人口密度 

「都市計画基礎調査（平成 29年度）」より作成 「平成 27年国勢調査」より作成 

「平成 28年経済センサス-活動調査」より作成 

注）各産業の割合は四捨五入であるため、総和は 100とはならない 

▼ 那覇市の土地利用状況 ▼ 那覇市の人口密度 

都市名
人口

（万人）

面積

（km2）

人口密度

（人/km2）

1 特別区部 927.274 626.70 14,796

2 大阪市 269.119 225.21 11,950

3 川崎市 147.521 143.00 10,316

4 横浜市 372.484 437.49 8,514

- 那覇市 31.944 39.57 8,073

5 名古屋市 229.564 326.45 7,032

6 さいたま市 126.398 217.43 5,813

7 堺市 83.931 149.82 5,602

8 福岡市 153.868 343.39 4,481

9 千葉市 97.188 271.76 3,576

10 神戸市 153.727 557.02 2,760

11 相模原市 72.078 328.66 2,193

12 北九州市 96.129 491.95 1,954

13 熊本市 74.082 390.32 1,898

14 京都市 147.518 827.83 1,782

15 札幌市 195.236 1,121.26 1,741

16 仙台市 108.216 786.30 1,376

17 広島市 119.403 906.53 1,317

18 新潟市 81.016 726.45 1,115

19 岡山市 71.947 789.96 911

20 浜松市 79.798 1,558.06 512

21 静岡市 70.499 1,411.90 499

（特別区部および政令指定都市(20市)との比較）

▼ 那覇市の産業構造 

面積

（㎢）

割合

（％）

0.35 0.9%

1.09 2.8%

0.67 1.7%

0.56 1.4%

2.67 6.7%

住宅用地 12.02 30.4%

商業用地 2.71 6.8%

工業用地 0.67 1.7%

宅地 小計　 15.40 38.9%

0.13 0.3%

5.30 13.4%

6.57 16.6%

1.20 3.0%

3.26 8.2%

3.52 8.9%

1.52 3.8%

36.90 93.3%

39.57 100.0%

都市的土地利用 小計　

自衛隊

自衛隊

公園・緑地等

交通施設用地

道路用地

公益施設用地

（官公庁、学校等）

農林漁業施設用地

農地

合　計　

自然的土地利用 小計　

その他自然地

水面

山林
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２．那覇市の成り立ちと市街地の変遷 

（１） 琉球王国時代 

よ ま ち

（２） 明治・大正・戦前 

  

 

▲

 

▲
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（３） 戦後・那覇市の都市計画のはじまり 

 

（４） 本土復帰後のまちづくり 

  

 

▲

 

▲
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（５） 平成から令和に至るまちづくり 

------------------------------------------------------------------------------ 

― 基盤整備の状況 ― 

▼ 那覇市の基盤整備と都市計画決定の状況（2019（平成 31）年 3月時点） 
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３．まちづくりの潮流 

（１）国および県が示す考え方 

  

 

基 本 戦 略  

①

②

③

基 本 方 針  
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（２）第５次那覇市総合計画 

（３）世界的な流れ 

重 要 な 視 点  

３. SDGｓへの取り組み 

SDGs の理念である「誰一人取り残さな

い」世界の実現を目指し、国際社会が連携

して様々な課題を統合的に解決していこうと

いう取り組みが進んでいます。SDGs の 17 の

目標は互いに関連していることが多く、一つの

目標の達成に取り組む過程で、関連する

様々な課題も解決に向かって前進して行く好

循環を生むことが期待されていています。 

日本でも行政やNGO、企業やNPOなどが様々な取り組みを行っていますが、実は、私たち

一人ひとりが意識して行動することで目標に近づくことができるのです。例えば、マイボトルやマイ

バックの使用はプラスチックゴミによる海洋汚染の抑制につながり「14 海の豊かさを守ろう」という

目標に、男の子は「青色」、女の子は「ピンク」などの先入観を疑うことから「5 ジェンダー平等を

実現しよう」という目標に近づくことができます。 

みなさんの SDGs への取り組みや情報を共有し、お互いに協力して進めることで、2030 年

の世界はより良いものになっていることでしょう。 
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（４）市民のみなさんが考える理想の都市像 

 

① アンケート調査 

▼ 【まちづくりのテーマの評価と重要度】 

【各割合について】 

①評価（満足度）：まちづくりの各テーマについて「そう思う」「ややそう思う」と答えた 

回答者割合の合計 

②重要度    ：回答者全体のうち、そのテーマを重要だと回答した割合 

（各テーマの重要度平均値 20.2％） 

「那覇市のまちづくりに関するアンケート調査」（実施期間：2017.12.9～ 2018.01.31/都市計画課） 
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緑・公園について 

・那覇市全体が大きな公園のように、花と

みどりがあふれるまち 

・身近な公園が多様な使われ方がされる

まち（イベントの開催・カフェなどの憩いの

場・キャンプなど） 

コミュニティについて 

・地域のつながりが深くなっていて、子育て

や介護がしやすいまち 

・異なる世代や異国の方々と交流できる

空間があるまち（人々が集まれる場所

が増えている） 

まちづくりについて 

・コンパクトシティ・歩けるまち 

・スージグヮーが残っている→歩いて楽しい

→出会いと交流がうまれるまち 

公共交通について 

・LRT・モノレール・コミュニティバスなどの公共

交通機関の充実により、快適に移動でき

るまち 

 

テクノロジーについて 

・テクノロジーを活用したまち 

（在宅ワークが増えるため「暮らすための

まち」へ） 

 

観光について 

・市民もうれしい観光都市 

・観光を中心とした産業が栄えるまち ・観光を中心とした産業が栄えるまち 

・地域の魅力を観光資源化 

歴史・文化について 

・地域ごとの特色をいかしたまち 

・自然・歴史・文化が共存し発信できる

まち 

魅力・にぎわいについて 

・若者や人々が集うにぎわいのあるまち 

・SNS 映え・インスタ映えする魅力的な

まち（思わず人に伝えたくなる魅力的

な街並みなど） 

② タウンミーティング 
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４．現状と課題 

（１） 人口とコミュニティ 

【総人口】 

【年齢構成】 

【世帯構成】 

【コミュニティ】 
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【活動の場づくりと新たなコミュニケーションの形】 

▼ 2015年から 2040年の人口増減 

「国勢調査（平成 12～27年）」、「那覇市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成 28年 3月）」より作成 

「日本の地域別将来推計人口（平成 30年推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）より作成 

▼ 那覇市の人口の推移と将来推計（年齢 3区分別） 
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（２） 産業 

【産業構成】 

【基幹産業】 

【なはブランド】 

  

▲ 
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「平成 26年 経済センサス基礎調査」を市が独自集計  ※1,000万円以下は四捨五入 

「那覇市中心商店街通行量調査報告書（平成 30年 2月）」 

▼ 那覇市の産業大分類による売上金額ランキング 

売上（円） ％ 数 ％ 人数 ％ 事業所ﾍﾞｰｽ 従業者ﾍﾞｰｽ

8,420億 44.8% 4,568 25.4% 31,324 20.0% 28.3% 27.1%

卸売業 5,437億 28.9% 1,069 5.9% 8,723 5.6% 34.3% 30.6%

小売業 2,982億 15.9% 3,499 19.4% 22,601 14.4% 26.9% 26.0%

3,746億 19.9% 1,243 6.9% 19,653 12.6% 25.7% 21.8%

医療業 1,269億 6.8% 685 3.8% 10,488 6.7% 31.7% 24.2%

社会保険・社会福祉・介護事業等 2,477億 13.2% 558 3.1% 9,165 5.9% 20.9% 19.6%

3 1,106億 5.9% 2,013 11.2% 6,984 4.5% 36.0% 38.6%

4 904億 4.8% 776 4.3% 7,235 4.6% 18.1% 18.6%

5 859億 4.6% 1,571 8.7% 8,096 5.2% 25.7% 29.9%

769億 4.1% 3,687 20.5% 23,428 15.0% 30.9% 31.6%

宿泊業 336億 1.8% 208 1.2% 4,607 2.9% 19.5% 27.4%

飲食店・飲食サービス等 433億 2.3% 3,479 19.3% 18,821 12.0% 32.1% 32.8%

7 623億 3.3% 938 5.2% 19,051 12.2% 23.7% 37.6%

8 573億 3.0% 908 5.0% 6,502 4.2% 35.4% 40.9%

9 421億 2.2% 411 2.3% 3,330 2.1% 13.1% 10.2%

10 396億 2.1% 355 2.0% 7,649 4.9% 41.4% 61.1%

11 373億 2.0% 306 1.7% 7,036 4.5% 45.9% 56.3%

12 601億 3.2% 1,219 6.8% 16,223 10.4% 24.1% 29.5%

1兆8,789億 100% 17,995 100% 156,511 100% 27.6% 28.8%

建設業（Ｄ）

生活関連サービス業，娯楽業（Ｎ）

6

不動産業，物品賃貸業（Ｋ）

売上

順位
大分類

2

医療，福祉（Ｐ）

売上金額 事業所数

1

卸売業，小売業（Ｉ）

従業者数
沖縄県全体に対して

那覇市が占める割合

その他の分類

農業（Ａ）、漁業（Ｂ）、鉱業・採石業・砂利採取

業（Ｃ）、電気・ガス・熱供給・水道業（Ｆ）、運輸

業・郵便業（Ｈ）、教育・学習支援業（Ｏ）、複合

サービス事業（Ｑ）、公務（Ｓ）

合計

宿泊業，飲食サービス業（Ｍ）

サービス業（他に分類されないもの）（Ｒ）

製造業（Ｅ）

金融業，保険業（Ｊ）

情報通信業（Ｇ）

学術研究，専門・技術サービス業（Ｌ）

▼ 那覇市中心部の歩行者交通量の推移 

▼ 市民が中心商店街へ行く頻度 

「平成 30年度 那覇市民意識調査」 
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（３）土地利用と都市機能 

【都市基盤】 

【土地利用】 
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【都市機能】 

 

「都市計画基礎調査（平成 29年度）」より作成 

▼ 土地利用状況 
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（４） 交通 

「第 4回沖縄の新たな交通環境創造会議より引用（データ：平成 27年度全国道路・街路交通情勢調査）」 

「第 4回沖縄の新たな交通環境創造会議より引用（データ：平成 30年度入域観光客統計概況、平成 30年度 運輸要覧・業務概況）」 

▼ 沖縄観光入込客数とレンタカー保有台数の推移 

▼ 主要都市の混雑時平均旅行速度（平成 27年度） 
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（５） 都市の環境 

気象庁ホームページ「過去の気象データ」の過去の気温の年平均値を基に作成 

「平成 30年度版 那覇市の環境」より作成 

「平成 30年度版 那覇市の環境」より作成 

▼ 二酸化炭素の燃料別排出量の推移 

▼ 平均気温の推移 

▼ 二酸化炭素部門別排出量の推移 
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（６） 景観・歴史 

【景観を 「守り・育て・つなげる」 施策展開】 

【自然・歴史・文化を育む景観要素】 

【人の営みが創り出す新たな都市景観】 

「景観資源マップ（那覇市都市計画課）」、「文化財一覧（那覇市文化財課）」より作成 

▼ 歴史文化・景観資源位置図 
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（７） 福祉・健康・子育て 

【都市のバリアフリー化】 

【福祉と健康、子育てしやすいまちづくり】 

 

▲

 

▲
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（８） 防災 

▼ 津波、土砂災害リスクの状況 

「那覇市防災マップ 2019」「津波災害警戒区域避難マップ」より作成 
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（９） 施設管理 

▲

 

▲
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４. 夢が膨らむタウンミーティング 

ところで、あなたは 20 年前、どこで何をしていましたか？ 

20 年という時間軸を実感してもらうため、タウンミーティングのスタートはこんな問いから始まり

ました。最年少参加者は 19 歳、最年長は 80 歳。参加者一人ひとりが 20 年前の自分を思

い出し、20 年後の自分の姿を想像することで、自身の将来の暮らしとまちの姿をより身近に感

じたのではないでしょうか？自身の理想の暮らしと同様に、まちの姿もまた一人ひとりの力で創り

上げるものなのです。さて、あなたの 20 年後は？ 

20 年後の那覇市の姿を市民のみなさんと語り合う、「PROJECT NAHA 2040」と名付け

たタウンミーティングを 2018 年の 2 月と 6 月に開催しました。 

第 1 回目では、将来の那覇市の「良い変化」や「心配な変化」を想像した上で、2040 年

の理想の那覇市の姿をグループに分かれて考えました。成果発表では「2040 年に住む人々

からの自慢話」という設定で報告が行われ、「歩いて楽しい」「移動が便利に」「緑と公園がゆた

か」「多様性を楽しめる」など、未来の那覇市の様子が紙芝居や寸劇まで用いて発表され大

盛り上がりでした。 

第 2 回目では、前回の意見などから導かれた 9 つのゴールの実現のための具体的なプロジェ

クトを各グループで考え提案しました。参加者投票によるグランプリは「災害に強いしなやかなま

ち」を実現するために防災訓練とキャンプを一緒に開催する「楽しく学ぼう！防災キャンプ」、準

グランプリは「みんないきいき暮らせるまち」を目指して学校を様々に活用する「まち学校をひらこ

う」でした。参加者からは、「20 年後の那覇市が楽しみになった！」「20 年後も那覇市に住み

たいなと思えた。」などの心強い感想を沢山いただきました。 


